
九

種

心

住

に

つ

い

て

藤

田

祥

道

い
わ
ゆ
る
九
種
心
住
と
は
、
初
歩
的
な
修
行
段
階
に
あ
る
修
行
者
が

心
を
内
に
静
め
て
ゆ
く
こ
と
に
よ

っ
て
次
第
に
心
の
安
定
(
c
i
t
t
a
s
t
h
i
t
i

心
住
)
を
深

め
て
ゆ
き
、
な
い
し
等
持

(
s
a
m
a
d
h
i

)
の
状
態
に
至
る
ま

で
の
過
程
を

内
住

(
s
t
h
a
p
a
y
a
t
i

)
、
(3)
等
住

(
s
a
m
s
t
h
a
p
a
y
a
t
i

)
、(
2
)
安

住
(
a
v
a
s
t
h
a
p
a
y
a
t
i

)
、
(4)
近
住
(
u
p
a
s
t
h
a
p
a
y
a
t
i
)
、

(5)
調
順
(
d
a
m
a
y
a
t
i

)
、

(
6
)
寂
静

(
a
s
m
a
y
a
t
i

)
、
(7)
最
極
寂
静

(
v
y
u
p
a
s
a
m
a
y
a
t
i

)
、
(8)
専
注

一
趣

(
e
k
o
t
i
k
a
r
o
t
i
)
、

働
等
持

(
s
a
m
a
d
h
a
t
t
e

)
の
九
段
階
を
も

っ
て
説
く
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
面
で
は
修
行
者
の
等
持
に
至
る
ま
で
の
心
理
過

程
の
分
析

で
あ
る
が
、
鍮
伽
行
派
で
は
む
し
ろ
、
等
持
を
目
指
す
初
学

者
が
修
め
る
べ
き

一
連
の
奢
摩
他
道
と
し
て
理
解
さ
れ
、
修
行
道

の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
奢
摩
他
道
は
カ

マ
ラ

シ

ー

ラ

の

『
修
習
次
第
』
や
ツ
ォ
ソ
カ
バ
の

『
ラ
ム
リ
ム
』
と
い
っ
た
後
代
の
修

行
道
を
説
く
論
書

に
も
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
九

種
心
住
説

に
関
し
て
、
1
、
そ

の
起
源
と
2
、
『
声
聞
地
』
に
お

け

る

九
種
心
住
論

に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

【
1
】

周
知
の
よ
う
に
、
『
修
習
次
第
』
或
い
は
こ
れ
を
踏
襲

す

る

『
ラ
ム
リ
ム
』
は
、
九
種
心
住
説
の
典

拠

を

「
『
聖
般
若
経
』
等
」

に

求
め
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
無
著
の
作
偶
、

世
親
釈
論
と
伝
え
ら
れ
、

事
実
、
初
期
鍮
伽

行
派

の
修
道
論
を
忠
実
に
祖
述

し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

『
六
門
教
授
習
定
論
』
は
九
種
心
住
説
を

「
阿
笈
摩
経
に
依
る
」

も
の
と
言
明
す
る

(
T
3
1
,
 
p
.
 
7
7
5
a

)
。
ま
た

『
鍮
伽
論
』
摂
決
択
分
に
は

九
種
心
住
を
説
く
偏
頬

(
T
3
1
,
 
p
.
 
7
7
5
a
.

但
し
西
蔵
訳
は
散
文
形
)
が

世

尊
説
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
前
後

の
文
脈
か
ら
阿
含
経
典
か

ら
の
引
用
と
推
測
さ
れ
、
従

っ
て
、
九
種
心
住
説

の
起
源
は
阿
含
に
ま

で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
現
存
す
る
諸
阿
含

に
は
数
種
の
心
住
を
列
挙
す
る
経
典
が
散
見
さ
れ
る
が
、
冒
頭
に
挙
げ

た
九
種
の
心
住
を
完
全
に
説
く

(恐
ら
く
唯

一
の
)
阿
含
経
典
と
し
て
、

(1
)

西
蔵
訳

『
大
空
経
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
経
に
は
、
外
空

を
作
証
す
る
た
め
に
は
心
を
内
に
内
住
な
い
し
等
持
す
べ
き
で
あ
る
と

外
空
と
関
連
し
て
九
種
心
住
が
説
か
れ
る

(
p
a
k
.
 
N
o
.
 
9
5
7
,

e
t
c)
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
対
応
経

の
漢
訳
中

阿

含

『
大
空

経
』
及
び
南
伝
中
部

『
大
空
経
』
(
M
N
1
2
2
)
の
相
当
箇
所
は
そ

れ

ぞ

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
三
十
七
雀
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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九
種
心
住
に
つ
い
て
 (藤

田
)

れ
、
「持
内
心
住
止
令
得

一
定
」
、
「
a
j
h
a
t
t
a
m
 
e
v
a
 
c
i
t
t
a
m
 
s
a
n
t
h
a
-

y
e
t
i
 
s
a
n
n
i
s
a
d
e
t
i
 
e
k
o
d
i
k
a
r
o
t
i
 
s
a
m
a
d
a
h
a
t
i

」
と
な

っ
て
お
り
、
諸

訳
間
に
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
大

空

経
』
以
外

で
は
、
漢
訳
諸
阿
含
で
は
例
え
ぽ

『
雑
阿
含
』
の
第
珊
経
に
六
種
程
の

心
住
の
列
挙
が
見
ら
れ
、

ま
た
南
伝
上

座
部

ニ
カ
ー
ヤ
に
は
上
掲
の

四
種
の
心
住
を
述
べ
る
文
章
が
定
型
化
さ
れ
て
お
り
、

い
く

つ
か
の
経

典
に
見
出
さ
れ
る

(そ
の
中
で
M
N
 
1
9
,
 
2
0
,
 
A
N
 
3
.
 
1
0
0

に
は
散
漫
な
世

俗
的
思
考

(尋
思
、
v
i
t
a
k
k
a

)
の
滅
除
が
等
住
乃
至
等
持
を
も
た
ら
す
こ
と
が

示
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
引
く
)
。以
上

の
諸
事
実
は
、
恐
ら
く
阿
含
の
伝

承
段
階
に
お
い
て
等
持
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
分
析

・
細
分
化
さ
れ
次

第
に
増
広

さ
れ
て
行

っ
た
経
過
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
九
種
心
住

の
成
立
は
そ

の
最
後
尾
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
う
い

っ
た
阿
含

に
於
け
る
等
持
に
至
る
ま
で
の
心
理
過
程
の
分
析

・
細
分
化

は
、
南
北
両
阿
毘
達
磨
論
書
に
も
受
げ
継
が
れ
、
そ
こ
で
は
定
の
定
義

(2
)

と
し
て
様

々
な
心
住
の
列
挙
の
仕
方
が
見
ら
れ
る
。

【
2
】

阿
含
に
お
け
る
九
種
心
住
は
、
成
立
史
的
見
地
か
ら
見
れ
ぽ

等
持
に
至
る
ま
で
の
心
理
過
程
の
分
析

・
細
分
化
の
一
つ
の
帰
結
に
過

ぎ
ず
、
九
種
心
住
以
外

の
心
住
の
列
挙

の
仕
方

に
対
し
て
特
別
な
位
置

を
占
め
る
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
自
体
さ
ほ
ど
意
味
を
も

つ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

『
声
聞
地
』
第
三
鍮
伽
処
で
は
こ

の
九
種
の
心
住
の

一
っ
一
つ
に
到
達
す
る
た
め
の
修
習
内
容
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
九
種
心
住
が
等
持
或
い
は
心

一
境
性

に
至
る
た
め
に
修
習
さ
れ
る
べ
き
奢
摩
他
道
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず

内
住
か
ら

近
住
に
お
い
て
心
が

外
的
な
諸
事
物
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
な
い
よ
う

に
心
を
内
に
集
約
し
て

ゆ
き
、
さ
ら
に
(5)
調
順
か
ら
(
7
)
最
極
寂
静
に
お

い
て
心
に
散
乱
を
も
た

ら
す
要
因
で
あ
る
相

(
n
i
m
i
t
a

)
、
尋
思
(
v
i
t
a
r
k
a

)
、随
煩
悩

(
u
p
o
a
k
e
k
s
a

H
五
蓋
)
に
心
が
捕
ら
わ
れ
流
散
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
防

御

し
、

か
く
し
て
(8)
(9)
心
に
持
続
的
な
三
昧
の
流
れ
が
起

こ
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る

(
s
b
h
.
 
p
p
 
3
6
3
-
3
6
5

)
。
こ
の
奢
摩
他
道

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
な
ん
ら
か
の
物
事
に
基
づ

い
て
他
律
的
に
思
考
さ
せ
ら
れ
、
常

に
揺

動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
散
漫
な
心
を
、
内
に
集
約

し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ

て
自
立
的
で
持
続
的
な
精
神
集
中

の
状
態
に
導
く

こ
と
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。
以
上
は
九
種
心
住
に
関
す
る

一
般
的
規
定

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
同

鍮
伽
処
に
は
、
・九
種
心
住
が

「内

に

〔心
を
〕
を
集
約
さ
せ
る
こ
と
に

よ

っ
て
瞑
想
対
象
を
除
遣

す

る

(
a
s
h
y
a
t
m
a
m
 
a
b
h
i
s
a
 
a
l
a
-

m
b
a
n
m
a
 
v
i
b
h
a
v
a
y
a
t
i

」
と
い
う
働
き
を
持
ち
、

こ
れ
が
所
知
事

の
直

接
知
覚

に
到
達
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
こ
と

が

説

か

れ

て

い

る

(
S
B
h
.
 
p
 
3
9
5
 
8
f
f

)
。
即
ち
、
修
行
者
は
所
知
事

の
直
接
知
覚
を
目
指
し

て
毘
鉢
舎
那

に
お
い
て
所
知
事
と
同
分
の
影
像
を
心
中
に
思

い
描

く

(勝
解
す
る
)
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合

一
辺
倒

に
毘
鉢
舎
那

だ

け

を

加
行
し
て
は
な
ら
ず
、
繰
り
返
し
九
種
心
住
と

い
う
奢
摩
他
の
あ
り
方

に
立
ち
帰

っ
て
心
中

の
影
像
を
消
去

(除
遣
)
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ

り
、

こ
の
よ
う
に
毘
鉢
舎
那
に
よ
る
勝
解
と
奢
摩
他
に
よ
る
除
遣
と
を
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交
互
に
繰

り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
こ
そ
毘
鉢
舎
那

に
お
い
て
勝
解
さ
れ

る
所
知
事

と
同
分

の
影
像
が
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
な

っ
て

ゆ

き
、

乃

至
、
所
知
事
の
直
接
知
覚
に
到
達
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ

る

(か
か
る

所
知
事
の
直
接
知
覚
は
ま
た
、
転
依
と
も
関
連
付
け
ら
れ
る
(
T
.
 
3
0
,
 
4
5
8
a
,

S
B
h
 
p
.
 
4
0
2
1
1
f
f

)
。
こ
の
よ
う
な
止
観
道
の
一
翼
を
も
担
う
九

種

心

住
の
修
道
論
的
位
置
は
、
し
か
し
同
鍮
伽
処
に
さ
ら
に
九
種
心
住
説
と

の
関
係
が
判
然
と
し
な
い
五
停
心
観
↓
四
念
処
↓
心

一
境
性
と

い
う
修

行
道
が
説

か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
『
声
聞
地
』

に
お
い
て

は

不

確
か
或
い
は
不
安
定
で
あ
る
。
し
か
し
と
に
か
く

『
声
聞
地
』
第
三
鍮

伽
処
は
、
概
し
て
初
修
行
者

の
当
面

の
目
標
と
な
る
心

一
境
性
.
身
心

軽
安

の
体

得

(こ
れ
ら
を
体
得
し
た
初
修
行
者
は
、
色
界
の
定
地
に
属
す
る

少
量
分
の
作
意
を
得
た
と
い
う
理
由
で

「有
作
意
者

(
s
a
m
a
n
a
s
k
a
r
a

)」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
る

(
S
B
h
,
 
p
.
 
4
3
3
.
1
1
f
f

))
に
至
る
ま
で
の
道
程
を
説
く

部
分
で
あ
り
、

こ
こ
に
説
か
れ
る
九
種
心
住
も
ま
た
こ
の
「有
作
意
者
」

(3
)

と
な
る
ま
で
の
道
程
に
お
い
て
修
習
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1

九
種
心
住
を
説
く
阿
含
経
典
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
既
に
一
昨
年

(
一

九
八
六
)
の
本
学
会
の
口
頭
発
表
に
お
い
て
向
井
亮
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

2

水
野
弘
元

『
パ
ー
リ
仏
教
を
中
心
と
し
た
仏
教

の
心
識
論
』
、
1
9
6
4

p
p
.
4
1
7
-
4
1
8

参
照
。

3
 
c
f
 
M
a
h
a
y
a
n
a
s
u
u
t
r
a
l
a
m
k
a
r
a
 
X
I
v
.
 
K
.
 
1
5

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

心

一
境
性
、
s
a
m
a
t
h
a
、

『喩
伽
師
地
論
声
聞
地
』

(龍
谷
大
学
大
学
院
)

九
種
心
住
に

つ
い
て

(藤

田
)
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